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ＳＤＧｓ・ＥＳＧ金融検定試験 サンプル問題 
 

（解答は最終ページ） 

 

【問題１】ＳＤＧｓやＥＳＧ金融に取り組む上で、制度や用語を理解すること

は重要である。次のＳＤＧｓとＥＳＧ金融に関する用語説明の記述の中で、誤

っているものを一つ選びなさい。 

（1）温室効果ガス削減の範囲を定義する用語としてスコープ（Scope）（1、2、3）がある。

スコープ 1は、自社が排出する温室効果ガスのことである。スコープ 2は、自社が他社

から購入した電気・熱の使用に伴い排出する温室効果ガスのことである。スコープ 3

は、自社の事業活動に関連する他社や従業員が排出する温室効果ガスのことであ

る。 

（2）ＳＢＴとは、Science Based Targets の略称で、京都議定書が求める水準（世界の

気温上昇を産業革命前より 2℃を十分に下回る水準に抑え、また 1.5℃に抑えること）

と整合した、5 年から 15年先を目標年として企業が設定する、温室効果ガス排出削減

目標のことである。 

（3）ＴＣＦＤとは、Task Force on Climate-related Financial Disclosures の略称で、2015

年 12 月に金融安定理事会（ＦＳＢ）が設置したタスクフォースである。 

（4）We Mean Business は、企業や投資家の温暖化対策を推進している国際機関やシ

ンクタンク、ＮＧＯ等が構成機関となって運営しているプラットフォームで、ＳＤＧｓや温

室効果ガス削減に向けた取組プログラムを整備し、事業者の取組を支援している。 

 

 

【問題２】ＳＤＧｓの目標５「ジェンダー平等を実現しよう」に関する次の記

述の中で、誤っているものを一つ選びなさい。 

（1）この目標は、成人女性の平等の達成のみを目指している。 

（2）この目標は、女性の政治的・経済的な政策決定プロセスへの平等な参加を確保

することをターゲットの一つとしている。 

（3）この目標の指標の一つとして、「管理職に占める女性の割合」がある。 

（4）この目標の指標の一つとして、「議会における女性が占める議席の割合」がある。 
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【問題３】民間事業者等による温室効果ガス削減の取組に関する次の記述の中で、

正しいものを一つ選びなさい。 

（1）スコープ 3とは、サプライチェーン排出量のことで、スコープ 1・スコープ 2以外の直

接排出のことを言う。 

（2）ＲＥ100 とは、製品リサイクル率を 100％にする民間企業の取組である。 

（3）ＳＢＴとは、「Science Based Targets」の略語で、パリ協定が求める水準に適合した

5 年〜15 年先を目標年とした企業が設定する温室効果ガス排出量削減目標のことで

ある。 

（4）スコープ 3 は 15 のカテゴリーに分類され、銀行が最も注力すべきカテゴリは「カテ

ゴリー2 資本財」である。 

 

 

【問題４】日本でＳＤＧｓが推進される背景の一つとして、日本のエネルギー源の対外

依存がある。日本のエネルギー源の対外依存に関する次の記述の中で、正しいもの

を一つ選びなさい。 

（1）資源エネルギー庁「日本のエネルギー2019」によれば、日本のエネルギー自給率

は約 30％であり、国際的には中位の水準にある。 

（2）資源エネルギー庁「日本のエネルギー2019」によれば、日本は石炭や LNG（天然

ガス）をオーストラリア、ロシア、アジア、オセアニア、中東地域などから輸入している。 

（3）資源エネルギー庁「日本のエネルギー2019」によれば、日本が原油を最も多く輸

入している相手国はロシアである。 

（4）資源エネルギー庁「日本のエネルギー2019」によれば、日本が輸入する化石燃料

の中では、石炭の量が最も多い。 

 

 

 

【問題５】ＥＳＧ地域金融に関する次の記述のうち、誤っているものを一つ選び

なさい。 

(1)ＥＳＧ地域金融では、ＥＳＧ要素を考慮した「案件組成」「評価」「モニタリング」を行う

ことで、取引先の価値向上や将来のキャッシュフロー改善を通じ、地域金融機関のリ

スクを抑えるとともに、地域の環境・経済・社会への持続的な貢献を目指すこととされ

ている。 
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(2)案件組成のフェーズでは、ＥＳＧ 要素を考慮して地域課題を特定し、地域課題の

解決につながる事業案件を生み出すことが求められる。 

(3)モニタリングのフェーズでは、地域の環境や経済・社会への効果をモニタリングし、

取引先の将来のキャッシュフロー改善につなげるため、継続的に関与・支援する。 

(4) 融資判断においては、ＥＳＧ要素を考慮するとともに、融資を行うことによるリスク

や機会の検討が重要となるが、地域へのインパクト評価を行うことは求められない。 
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解答 

問題 1 問題 2 問題 3 問題 4 問題 5 

 

(2) 

 

(1) 

 

 

(3) 

 

(2) 

 

(4) 

 


